
　　　日時：令和７年２月２８日（金） 　　講　師：富山県介護支援専門員協会副会長

　　　　　　　14：00 ～ 16：00 　   南砺市地域包括支援センター長補佐

　　　場所：南砺市地域包括ケアセンター　 　　　竹内　　嘉伸　　氏

　　　　　　　2階多目的研修室

　・民法の根拠と照らすと「身寄り」がない状態とは、①子がいない

　　②子・配偶者ともいない　③三親等の親族がいない　と捉える。

　・現場での身寄りのない人とは、①親族の協力が得られない

　　②判断能力の低下している人　③契約能力がない人

　　④経済的問題で保証人代行団体との契約ができな人　

　・入院・入所で求められる身元保証等を規定している法律はない。

　　病院・施設側と利用者の契約によって個別に定められていること

　　になる。つまり、当事者間の問題は、当事者間で解決すること。

　　　・ケアマネジャーは、三親等内の親族（叔父・叔母・甥・姪）まで把握しておくことが大切。

　　　・身元保証人がいなくても介護施設の入所等は可能である。医療機関も同様で入院を拒否することは正当な理由ではないため、

　　　　そんな事例があったら、行政に相談をしても良い。

　　　・医療機関でケアマネジャーが同意書にサインを求められても、法的責任には問われない。

　　

　　　　　　　令和6年度　砺波地方居宅介護支援事業者連絡協議会3回目研修会

『身寄りのない方の支援について』

講義内容

支援のポイント

意見交換
支援での困りごとや工夫して

いることを話し合いました。

家族が他県で、緊急時

に動ける人がいない！

ケアマネジャーが機動

力になるしかない！

シャドーワークが増え

るだけ

縁が切れていても親族がいるとの

ことで、身元保証代行団体と契約

ができなかった
ＬＩＮＥグループを

作って対応していま

す。

身寄りがないとのことで、ショー

トステイのサービス利用ができな

かった。サ高住の入居ができな

かった

家系図を時間をかけて作っています。親族

に連絡をしておき、経済的な支援を求めて

いるわけではないことを説明しています。


